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JVS：フリーの日本語多数話者音声コーパス

高道 慎之介1,a) 三井 健太郎1 齋藤 佑樹1 郡山 知樹1 丹治 尚子1 猿渡 洋1

概要：深層学習を含む機械学習技術の発展により，音声合成は機械学習タスクになっている．音声合成研
究の加速のために我々は，学術機関だけでなく民間企業からも容易にアクセス可能な日本語音声コーパス

を開発しており，その一環として 2017年に JSUTコーパスを公開した．このコーパスは，end-to-end型

音声合成に向けて，単一話者による 10時間の読み上げ音声データを含むよう設計された．音声変換や多数

話者モデリングなどの一層多様な音声合成研究の加速を見据え，本研究では 3スタイル（通常，ささやき，

および裏声）・100話者の音声データを含む JVSコーパスを構築した結果を報告する．このコーパスは，22

時間のパラレル読み上げ音声を含む 30時間の音声データが含む．本コーパスは，プロジェクトページにて

入手できる．
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1. はじめに

深層学習に恩恵を受け，音声合成関連技術（テキスト音

声合成，歌声合成，音声変換，音声符号化など）は，これ

までにない急速な発展を見せており [1], [2], [3], [4]，機械

学習タスクのひとつとなっている．容易にアクセス可能な

音声コーパスは，そのような研究を加速させるのみならず

研究の再現性を向上させるために有効である．2017年に

我々は，end-to-endテキスト音声合成のための大規模日本

語音声コーパス JSUTを公開した [5]．このコーパスは，単

一話者による 10時間の読み上げ音声と常用漢字 [6]の全

ての読みを含むよう設計された．プロジェクトページ [7]

は，2017年 10月の公開から 60カ国以上・6, 000回以上の

アクセス（75%は国内，25%は国外）を受けており，JSUT

コーパスは，今日の日本語音声合成研究における主要な音

声コーパスとなっている [8], [9]．

より多様なの音声研究を加速させるために，本稿では新

たな音声コーパス JVS (Japanese versatile speech) を構築

する．このコーパスは以下の利点を持つ．

高品質フォーマット: 音声ファイルは，24 kHzサンプリ

ング，16 bit量子化，RIFF WAV形式で保存されている．

高音質録音: 音声ファイルは，プロ音響監督による監督下
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で収録室にて収録されたものである．

多数話者: 本コーパスは声優・俳優などのプロ話者 100名

の日本語話者を含む．

多数スタイル: 各話者は，読み上げ音声のみならず，ささ

やき声，裏声を発話している．

大規模: 本コーパスは合計で 30 時間の音声データから

なる．

パラレル／ノンパラレル発話: 各話者は，話者間で共通す

る文と話者間で異なる文を発話している．

多数のタグ: 本コーパスは，音声データのみならず，読み

上げテキスト・性別情報・F0 レンジ・話者間類似度・音

素アライメントを含む．

研究用途では無償: 本コーパスは，研究用途であれば学術

機関だけでなく民間企業においても利用可能である．

容易にアクセス可能: 本コーパスはプロジェクトペー

ジ [10]にて入手できる．

以降では，本コーパスの設計について述べる．

2. コーパスデザイン

本コーパスは，4つのサブコーパスからなる．サブコー

パス名称は [NAME][NUM UTT] のフォーマットで統一

されている．[NUM UTT] は各話者の発話数である．

parallel100: パラレル読み上げ音声 100発話

nonpara30: ノンパラレル読み上げ音声 30発話

whisper10: ささやき声 10発話
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falsetto10: 裏声 10発話

コーパスのディレクトリ構造を以下に示す．話者名称

は jvs[SPKR ID] のフォーマットで統一されている．

[SPKR ID] は，1から 100の値を取る話者インデックスで

ある．

jvs001

parallel100

wav24kHz16bit

lab

transcripts utf8.txt

nonpara30

wav24kHz16bit

lab

transcripts utf8.txt

whisper10

wav24kHz16bit

transcripts utf8.txt

falsetto10

wav24kHz16bit

transcripts utf8.txt

jvs002

...

jvs100

speaker similarity male.csv

speaker similarity female.csv

duration.txt

gender f0range.txt

2.1 サブコーパス

本節では，4つのサブコーパスについて概説する．

2.1.1 parallel100

話者間で対応する発話（パラレル発話）は，声質変

換 [11], [12] や話者モデリング [8], [13] などに使用され

る． 我々は，JSUT コーパスのサブコーパス “voiceac-

tress100”から音素バランス 100文を使用し，話者に発話

させた．本サブコーパスは，その音声データのみならず読

み上げテキスト (“parallel100/transcript utf8.txt”)と音素

アライメント (“parallel100/lab”)を含む．

2.1.2 nonpara30

話者間で異なる発話（ノンパラレル発話）の使用は，パ

ラレル発話の使用に比べてより現実的な設定である．我々

は，JSUTコーパスの “voiceactress100”以外のサブコーパ

スからランダムに文を選択し，話者毎に異なる 30文を発

話させた．本サブコーパスは，“parallel100”と同様，読み

上げテキストと音素アライメントを含む．ただし，本コー

パスの文は，“parallel100”と異なり，音素バランス文でな

いことに注意する．

2.1.3 whisper10

ささやき声は，第三者への情報漏えいを回避するサイレ

ントコミュニケーションの手段であり，これまでにもその

分析 [14]・合成 [15]・認識 [16]・変換 [17]技術が研究され

ている．本サブコーパスの最初の 5文は，“parallel100”の

最初の 5文と同じである．残る 5文は，“nonpara30”の最

初の 5文と同じである．すなわち，各話者の 10発話は，さ

さやき声と読み上げ声間でパラレルである．

2.1.4 Falsetto10

裏声は，読み上げ音声の F0 レンジを超えた発話であり，

その発声原理は，読み上げ音声の原理と異なることが知られ

ている [18]．本サブコーパスの最初の 5文は，“parallel100”

の最初の 5文と同じである．残る 5文は，“nonpara30”の

5文と同じだが “whisper10”の 5文と異なる．すなわち，

各話者の 5発話は，裏声と読み上げ音声でパラレルであり，

5発話は，ささやき声と裏声でパラレルである．

2.2 タグ

本節では，コーパスに含まれるアノテーションを述べる．

• F0 レンジ (gender f0range.txt): 典型的な F0 抽出

器 [19], [20], [21]では F0 探索のレンジを設定できる．

この設定は，分析後の結果にしばしば強い影響をもた

らす．本コーパスは，各話者の読み上げ音声に対して

手動で付与された F0 レンジを含む．

• 話者間類似度 (speaker similarity *.csv): 話者間

の知覚的類似度は，話者（もしくは話者依存モデル）

選択 [22]や話者空間構築 [23]に使用される．本コー

パスは，各性別の全話者組み合わせに対する主観的類

似度スコアを含む．

• 継続長 (duration.txt): 本コーパスは，継続長（デー

タサイズ）と話速を含む．音素レベルの継続長は，音

素アライメントの結果から計算できる．

3. 音声収集の結果

3.1 スペック

コーパス構築にあたり，我々は日本語プロ話者 100 名

（男性 49名・女性 51名）を雇用した．全話者の収録は，プ

ロ音響監督の監督下で収録室にて実施した．各話者の収録

は 1日以内に実施した．音声は，48 kHzサンプリングで

収録された後，SPTK [24]を用いて 24 kHzにダウンサン

プリングした．音声ファイルのフォーマットには，16 bit

RIFF WAV形式を使用した．読み上げ文は UTF-8形式で

保存した．各文の読点を，読み上げ音声の呼気段落間に対

応する位置に付与した． 文のフルコンテキストと音素ラ

ベルは，Open JTalk [25]を用いて自動生成した．音素ア

ライメントは，Julius [26]を用いて自動生成した．F0レン

ジは，戸田による資料 [27]を参考に手動で付与した．F0

抽出にはWORLD [20], [28]を使用した．話者間類似度は，
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表 1 話者毎の継続長の統計量．この計算には非音声区間も含まれることに注意する．
Mininum [min.] Average [min.] Maximum [min.] Total (100 speaker) [hour]

parallel100 (100 utterances) 10.11 (jvs020) 13.11 18.24 (jvs084) 22

nonpara30 (30 utterances) 2.12 (jvs099) 2.62 3.86 (jvs036) 4.4

whisper10 (10 utterances) 0.95 (jvs045) 1.24 1.69 (jvs018) 2.0

falsetto10 (10 utterances) 0.90 (jvs045) 1.18 1.61 (jvs035) 2.0

Total - - - 30.4

齋藤らの研究 [23]を参考に，クラウドソーシングサービス

Lancers [29] を使用して評価した．各評価者には，各話者

対の類似度スコアを −3 (全く異なる) から +3 (非常に似

ている)の 7段階で付与させた．最終的なスコアは，話者

対毎に全評価者のスコアを平均したものとした．各話者対

のスコアは，10名の異なる評価者により付与した．最終的

な評価者数は 1, 000人だった．

3.2 分析

3.2.1 継続長

話者毎の継続長の統計量を Table 1に示す．本コーパス

は，合計で 26時間の読み上げ音声，4時間のささやき声

／裏声を含み，各話者について，平均 15.7分の読み上げ

音声，1.24分のささやき声，1.18分を含む．サブコーパス

“parallel100” では話者間の読み上げ文は共通するが，そ

の継続長は話者間で非常に異なることがわかる．例えば，

話者 “jvs084”は話者 “jvs020”に比べ 1.8倍遅く発話して

いる．

3.2.2 主観的話者間類似度

主観的話者間類似度の行列を Fig. 1に示す．例えば，最

も主観的に類似した話者対は，話者 “jvs019”と “jvs096”

である．また，他話者から知覚的に最も異なる話者は，話

者 “jvs010”である．

4. まとめ

本稿では，多様な音声研究に向けて，JVSコーパスの設

計手順と仕様を述べた．本コーパスのテキストデータのラ

イセンスは，JSUTコーパスの LICENCEファイルに記載

されている．本コーパスのタグは，CC BY-SA 4.0 によっ

てライセンスされている．音声データは，以下の場合に限

り使用可能である．

• アカデミック機関での研究
• 非商用目的の研究（営利団体での研究も含む）
• 個人での利用（ブログなどを含む）
なお，プロジェクトページ [10] では商用利用に関する情報

を提供している．
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